
学校番号 2002 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 2･3 単位 年次 3 年次 

使用教科書 「高等学校 現代文Ｂ」 （第一学習社） 

副教材等 

「新国語総合ガイド」（京都書房）「頻出漢字熟語 3000」（第一学習社） 

「２０２０重要問題演習現代文」（ラーンズ） 

「基礎からの総合トレーニング現代文２演習 JUMP 編」（ラーンズ） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・様々な分野・表現形態の作品を広く学び、知識を深め、「読む能力」を向上させましょう。 

・コミュニケーションのための「話す能力」「聞く能力」や、要約・意見文等の「書く能力」を身

に付けるため、積極的に課題に取り組み、練習を重ねましょう。 

・本文通読・語句の意味調べ等の予習を欠かさず、授業では気づいたことや疑問点等書き込んだノ

ート作りを心がけ、ひとりで復習しやすいようにしましょう。 

・課題・提出物は、期限を守って正確なものを出せるようにしましょう。定期考査はもちろん、課

されたものを日々きちんとこなしていくための学習計画を立てましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解し、表現することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする 

目的や場に応じて

効果的に話し、的

確に聞き取った

り、話し合ったり

して、自分の考え

をまとめ、深めて

いる。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりして

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフォ

ーマンスの評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 
  

前 
 

 

期 

評
論
（
一
） 

教材 

「写真の持つ力」長倉洋海 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:評論というジャンルに

興味を持ち、意欲的に学

習に取り組んでいる。 

c：内容を理解し、それに

関する自分の考えを説

得力のある展開で書い

ている。 

d:マスコミ・ジャーナリズ

ム全盛の時代における

「写真」をめぐる問題を

自分自身の問題として

捉える。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

c：ノート・自

己 評 価 ・

相互評価 

d: 行 動 の 観

察 ・ ノ ー ト

定期考査 

e:観察・ノー

ト 

 

評
論
（二
） 

教材 

「言語が見せる世界」野矢茂

樹 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:筆者の問題提起を踏ま

えた上で文章全体の構

成に留意しながら、筆者

の主張はどこにあるの

か読み取らせる。 

b:気づいたことや自分の

意見をわかりやすく話

し、他人の意見を尊重す

る姿勢を持つ。 

d:言語と認識の関係につ

いて筆者の意見を整理

し、言語機能についての

理解を深めさせる。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

b:観察・自己

評 価 ・ 相

互評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



 

評
論
（三
） 

教材 

「身体の個別性」 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a：文章全体の論理構成を

把握し、筆者の主張を理

解させる。 

c:筆者の考えをわかりや

すくまとめている。 

d:筆者の主張する「本源的

自己中心性」という概念

を理解させた上で、それ

が人間関係において

様々な弊害をもたらし

てしまうことを考察さ

せる。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

c: ノ ー ト ・ 自

己 評 価 ・

定期考査 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

小
説
（二
） 

教材 

「舞姫」森鴎外 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:擬古文調の文体や翻訳

長の表現に注意しなが

ら、時代背景を理解しな

がら、主体的に鑑賞し、

主題をとらえようとし

ている。 

c：作品を通して考えたこ

とを、自分の言葉でまと

めている。 

d:擬古文調の文章のリズ

ムや響きを音読して味

わい、人物・心情・情景

を読み取っている。 

 e:なじみの薄い語の意味

を、注や辞書を参考に正

しく理解している。 

a:観察・ノー

ト・自己評

価 

c:感想文・自

己 評 価 ・

相互評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



 

小
説
（三
） 

教材 

「枯野抄」芥川龍之介 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:作品に興味を持ち、意欲

的に学習に取り組んで

いる。 

c:丈草の反応や内面につ

いて整理し、感想を文章

でまとめる。 

d:タイトルの意義に注目

させ、この小説において

「枯野」とは何か、「夢」

とは何かといったこと

を考えさせる。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・ノー

ト・自己評

価 

c: 作 品 ・ 観

察 ・ 自 己

評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

  

        

後
期 

小
説
（三
） 

教材 

「檸檬」梶井基次郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:独特の虚構的世界を正

確に読み取り、味わおう

としている。 

c：人間の持つ想像力の力

について話し合う。 

d: 青年期特有の主人公の

心象風景や研ぎ澄まさ

れた感覚に着目しなが

ら、その独特の表現上の

特色を把握する。 

 e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

c:観察・自己

評 価 ・ 相

互評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



 

評
論
（三
） 

教材 

「目に見える制度と見えない

制度」中村雄二郎 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a:かなりの長さの論理的

な文章に興味を持って

取り組んでいる。 

c：「目に見える制度」と

目に見えない制度」を自

分たちの身近なところ

から改めて意識させ、日

常生活の中から各人の

自己の問題として考え

文章にまとめる。 

d:一つ一つの形式段落を

丹念に読み解いていく

ことによって、意味段落

のまとまりや本文全体

の構成の大意を把握す

る。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

b:観察・自己

評 価 ・ 相

互評価 

c ： 感 想 文 ・

自 己 評

価 ・ 相 互

評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

評
論
（四
） 

教材 

「定型があってこそおもしろ

い」高野公彦 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:評論文の特色を理解し、

文章全体の論理構成や

展開を正しく読み取ろ

うとしている。 

C:短歌の定型表現のメリ

ットを文章にまとめる。 

d：評論文の要旨を叙述に

即して的確に把握し、筆

者の考え方の特色を理

解している。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

 

a:観察・自己

評価 

c：ノート・自

己評価・テ

スト 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 



 

評
論
（五
） 

教材 

「現代日本の開化」夏目漱石 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

a:明治維新時とその後に

おける日本の立場や歴

史的な出来事、文化的な

状況について知識を持

ち、筆者の主張を理解し

ようとする。 

c:筆者の主張を正しく理

解し、自己の考えをまと

めている。 

d:「積極的」「消極的」、

「内発的」「外発的」と

いう対をなす概念の意

味を正確に理解する。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

c：ノート・自

己 評 価 ・

相 互 評

価・テスト 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

評
論
（五
） 

教材 

「『である』ことと『する』こと」丸

山真男 

○  ○ ◎ ○ a:理解不能な箇所を明確

に意識し、意欲的に学習

に取り組んでいる。 

c：:筆者の主張を正しく理

解し、わかりやすくまと

めている。 

d:中心文を見つけ、段落の

組み立てを理解する。 

e:語句の意味を正しく理

解し、漢字の知識を増や

している。 

a:観察・自己

評価 

c：ノート・自

己 評 価 ・

相 互 評

価・テスト 

d:観察・ノー

ト・ﾜｰｸｼｰ

ﾄ・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・ﾜｰｸｼｰ

ﾄ・定期考

査 



 

詩 教材 

「足と心」 

「冬の日」 

「自然の背後に隠れて居る」 

○ ○ ○ ◎ ○ a:詩を読む面白さを体験

し、詩への興味関心を持

つ。 

b:作品の感想をめぐる話

し合いに意欲的に参加

している。 

c：自分の感じたことを、

わかりやすく鑑賞文に

まとめている。 

d：音読してリズムや響き

を味わい、作品に込めら

れた作者の思いを理解

する。 

e:詩における表現の技

巧・特徴などを理解し、

作者についておおまか

な知識を持っている。 

a:観察・自己

評価 

b:観察・自己

評 価 ・ 相

互評価 

c ： 鑑 賞 文 ・

自 己 評

価 ・ 相 互

評価 

d:観察・ノー

ト・定期考

査 

e:観察・ノー

ト・定期考

査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


